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辻  順治  
 












年前の 1998 年から「介護支援専門員実務研修受験試験」を実施した．  
1998 年度 91,269 人，1999 年度 68,090 人の合計 159,359 人の合格者を出し、
2000 年 4 月の 218 万人の要介護認定者の内， 149 万人 (在宅サービス 97 万人，
施設サービス 52 万人 )のサービス利用者に対応できる介護保険支援専門員体制
を確保し，大きな混乱もなく制度が始まった．  
一方，障害者福祉サービスでも 2006 年の障害者自立支援法で｢計画相談（サ
ービス利用等計画作成）」が一部の利用者を対象に始まり，それが 2015 年 4 月




厚生労働省の 2010 年 4 月 1 日｢相談支援事業者数等の状況」によると，サー
ビス利用者 545,000 人に対し，相談事業者数 2,800 ヶ所，相談支援専門員研修
修了者 40,000 人であるものの，指定相談事業所に配置されている者 5,400 人
であり，相談支援専門員 1 人当たりのサービス利用者数 100 人と報告されてい
る． (2007 年度調査によると相談支援専門員 1 人当たり平均 39.9 人を担当し
ているという報告がある） 1 )   
また 2012 年 4 月 1 日の大阪府調査 (大阪市を除く )では，障害者手帳所持者
321,852 人に対し，相談支援事業者職員数が 548 人（相談支援専門員 327 人，
その他従事者 221 人）で，障害者相談支援事業所 1 ヶ所当たりの平均従事者が
2.98 人（相談支援専門員数 1.7 人，その他の従事者 1.2 人）と報告されている．
2 )    
2008 年度日本社会福祉士会・初任者研修受講者調査では相談支援専門員の主





でない層が混在していた． 3 )   
また現任研修受講者調査では計画作成できるが，スーパービジョン・エバリ  
ュエーション・サービス担当者会議の開催，運営についての課題を抱えている









る「ふりかえり」が一番の方法であると報告されている． 4 )   
しかし相談支援専門員の公的研修が、初任者研修 5 日間と，初任者研修受講
後 5 年以内に受講しなければならない現任研修 3 日間しかなく，その現任研修
も内容の枠は決まっているが，初任者研修のようにテキストがなく，国からの
伝達研修も実施されておらず，都道府県により内容にバラツキが出ていること





む必要性が緊急課題であると指摘している． 6 )     
 なおこれまで相談支援専門員養成研修のあり方等に関する研究は行われてい
るが，相談支援専門員のスーパービジョン体制の確立に関する調査研究がおこ
なわれていない．   
 スーパービジョンはソーシャルワーカーの支援技術であり ,これまで必要性  




































1981 年，「完全参加と平等」をテーマとした「国際障害者年」， 1982 年「障
害者に関する世界行動計画」及び「国連・障害者の十年（ 1983 年～ 1992 年）」



























る財政破綻から 2006 年 10 月，安定的な財源確保から「障害者自立支援法」が
施行された．  
障害者自立支援法では一部の利用者を対象に｢計画相談 ｣の支援が始まり，
2013 年に改正された「障害者総合支援法」では 2015 年 4 月からすべての障害
者を対象者に｢相談支援＝計画相談｣を実施することになった．  
なお障害者の地域生活の支援は障害者自立支援法が施行される（ 2006 年 9
月 30 日）までは「生活支援」という名のもと，次のように 3 障害別・3 事業に
分かれて支援が行われていた． 7 )  
  
１－１  知的障害児 (者 )  地域療育等支援事業  
1977 年，知的障害児（者）に対して施設の機能を地域に広げ「施設のオープ
ン化」をめざす｢在宅重度知的障害者訪問審査事業｣が， 1980 年には｢心身障害
児 (者 )  巡回療育相談等事業｣，｢心身障害児 (者 )  施設地域療育事業｣へと発展し
ていった．  
さらに 1990 年｢心身障害児 (者 )  拠点施設事業 (コーディネーター事業 )｣が制
度化され，以前の｢施設の余力を地域支援に｣という考え方を｢地域生活支援機能
は施設本来の機能｣と位置づけられるようになった．  









もうひとつの療育拠点施設事業は，  都道府県や政令指定都市に 1 ヶ所，  よ
り高いレベルの療育機能を持つ施設が｢支援施設｣の中から｢拠点施設｣として指






１－２  身体障害者市町村障害者地域生活支援事業  
1996 年から，身体障害者対象に｢障害者プラン (ノーマライゼーション７ヶ年





１－３  精神障害者地域生活支援事業  











２  わが国の障害者ケアマネジメントの取り組み  





























検討し始めたのが最初である． 9 )  
またこの時期「障害者プラン (ノーマライゼーション７ヶ年戦略 )｣で，「地域
でともに生活するために」と「介護等のサービス充実」等の重要性をあげられ，











































ている． 1 0 )    
 
３  スーパービジョンについて  
わが国の福祉現場へのスーパービジョンが導入されてきた経過を福山和女は
3 段階で述べている． 1 1 )            





第 2 段階ではワーカーはクライエントとの相互関係のもと援助し ,ワーカー
の人格 ,信念 ,傾向 ,考えなどワーカーの知識 ,技術やクライエントへの影響につ
いてワーカーの分析を行い ,ワーカーとクライエントの相互関係やワーカーの
自己覚知を目標にスーパービジョンが行なわれた．  





３－１  先行研究からスーパービジョンについて  
 スーパービジョンはソーシャルワーカーの支援技術であり ,必要性が説かれ













援助する方法  1 4 )    
植田寿之：対人援助を行う施設や機関において、スーパーバイザーによって
行われる専門職としての援助者を養成する過程 15 )  
福山和女：専門職の職務全体の遂行をバックアップするための職場の確認作









①  管理的機能  
 社会福祉の機関･組織は，地域社会やクライエントに対して，組織･機関の一
定の理念を遂行し，一定の水準の福祉サービスを提供する責任がある． 17 )   
 ワーカーが組織機能や責任分担に添って業務をできるようにすることが管理  




②  教育的機能  
 ワーカーがその職務を行う上で必要な知識・技術をワーカーに教えたり，学
ぶことを援助することを教育的スーパービジョンという． 1 8 )   
 またこれまでワーカーが得た知識・技術･価値観がケース解決の基本的視点や
姿勢として業務に結びつけ，意識化させ，今後の学ぶべき理論と概念を実務の
中に応用駆使できる「知識と実践」の統合を示唆することが重要である． 1 9 )   




である．支持機能にはワーカーの自己覚知の要素も含まれる． 2 0 )    







ーパーバイザーが 44%， 32%が管理的機能を， 24%が支持的機能を最も重要と位










②  スーパービジョンのレベル分け  
 対馬節子は自らのバイジーとしての体験から，スーパービジョンを一方向で
なくプロセスとして捉え，スーパービジョンに対し螺旋階段のイメージをもち，
｢スーパービジョンのレベル分け私案｣を作成した . 2 3 )  
 
表１      スーパービジョンのレベル分け（対馬  私案）  
－スーパーバイザーの側からみたレベル－  
 
バ イ ジ ー の ニ ー ド  
ス ー パ ー ビ ジ ョ
ン の 機 能  
バ イ ザ ー ／  
バ イ ジ ー 関 係  
ス ー パ ー ビ ジ ョ ン の 効 果  
バ イ ジ ー か ら み た 効 果  
バ イ ジ ー が 学 習
し た 役 割  
第 １ ス テ ッ プ  
定  期  
面 接 の イ ロ ハ を 学 び た い  
Ａ > =Ｔ > =Ｓ  依 存  
安 心  受 け 入 れ  
第 ２ ス テ ッ プ  
定  期  
援 助 計 画 立 案 を 学 び た い  
Ｔ > =Ａ > =Ｓ  依 存  
仕 事 の 展 望  指 導  
第 ３ ス テ ッ プ  
定  期  
仕 事 を 理 解 し 認 め て ほ し
い  
Ｓ > =Ａ > =Ｔ  依 存  
自 信  支 持  
第 ４ ス テ ッ プ  
不 定 期  
仕 事 を 他 の 視 点 か ら み て
ほ し い  
Ｓ > =Ｔ > =Ａ  依 存  
意 欲  支 持  
第 ５ ス テ ッ プ  
不 定 期  
業 績 を 認 め て ほ し い  
Ａ > =Ｓ > =Ｔ  自 立  
能 力 維 持  挑 戦  
第 ６ ス テ ッ プ  
不 定 期  
仕 事 の 評 価 を し た い  
Ａ > =Ｔ > =Ｓ  自 立  
安 定 と 自 信  
不 安 も 許 容  
挑 戦  
第 ７ ス テ ッ プ  
不 定 期  
仕 事 の 理 論 化 を し た い  
Ｓ > =Ａ > =Ｔ  自 立  
自 己 能 力 発 展 へ 静 か な 意 欲  挑 戦  
第 ８ ス テ ッ プ  
不 定 期  
専 門 性 の 発 展 の た め の 協
働 作 業  
Ｓ > =Ｔ > =Ａ  相 互 依 存  
専 門 分 野 発 展 へ 静 か な 意 欲  パ ー ト ナ ー  
シ ッ プ  
【 注 】 Ａ :管 理的 ス ー パービ ジ ョ ン   Ｔ :教 育 的 スー パ ー ビ ジ ョン   Ｓ :支持 的 ス ー パ ービ ジ ョ ン  
10 
 
出典：対馬節子 (1994)『社会福祉実践におけるスーパービジョンの今日的課題  スーパ
ービジョンの効果についての考察』社会福祉研究（ 61 号），鉄道弘済会， 32 
 
 





に焦点をあてスーパービジョンを行う必要がある．   
④  スーパービジョンにおけるコミュニケーション・スキルの位置づけ 2 5 )   























⑤  スーパービジョンの時期と過程    







表２          スーパービジョンの時期と段階  
時  期  ス テ ー ジ  内   容  
始 動 期  
段 階 １ 「 知 る 」  ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 関 係 を 理 解 し ， ス ー パ ー バ イ ザ ー ・ ス ー パ ー バ イ ジ ー の 各 々 の 役 割 を 知
る と 同 時 に 準 備 を 行 う  
段 階 ２ 「 と い か け 」  ス ー パ ー バ イ ザ ー は ス ー パ ー バ イ ジ ー の ア セ ス メ ン ト を 行 う  
（ ス ー パ ー バ イ ジ ー の 考 え 方 や 能 力 ・ 問 題 状 況 等 を 把 握 ）  
ス ー パ ー バ イ ジ ー は 、 記 録 等 の 整 備 や 考 え 方 等 を ま と め る  
展 開 期  
段 階 ３ 「 ゆ ら ぎ 」  
   「 ゆ さ ぶ り 」  
ス ー パ ー バ イ ザ ー は 傾 聴 し ， 受 容 し な が ら ， ス ー パ ー バ イ ジ ー の 課 題 や 問 題 点 の 示 唆 を 行
う  
段 階 ４ 「 ふ か ま り 」  ス ー パ ー バ イ ジ ー が 精 神 的 支 持 や 心 理 的 サ ポ ー ト を 得 て ， 質 問 疑 問 を 表 出 し ， 自 己 洞 察 が
行 い や す い よ う に ス ー パ ー バ イ ジ ー は 留 意 す る  
段 階 ５ 「 ふ り か え り 」  自 分 流 (ス ー パ ー バ イ ジ ー )の 偏 っ た 見 方 ・ 考 え 方 あ る い は 思 い 込 み や 人 権 ・ 権 利 擁 護 の 視
点 は ど う で あ っ た か へ の 検 証 を 行 う  
終 結 期  段 階 ６ 「 わ か る 」  ス ー パ ー バ イ ジ ー が 自 分 の 気 づ か ぬ 自 分 に 気 づ く ， ま た は 気 づ か さ れ る  
出 典：杉 本 敏 夫・住 友雄 資 (2006)『 改 訂 新 し い ソ ー シャ ル ワ ー ク』中 央 法規 ，192( .大 谷 悟 作 成 1998)  
 




表３         スーパービジョンのチェックリスト  
機 能 の 確 認  チ ェ ッ ク 項 目  明 確 に す る ポ イ ン ト  チ ェ ッ ク ／ ○ 印  
管 理 機 能  
「 何 を し た か 」  
「 何 を し よ う と し て い
る か 」  
 
① 職 務 ・ 職 責 ， 役 割 ・ 機 能 を 確 認 す る  仕 事 上 の 立 場・職 位 ，責 任 範 囲   
② 業 務 ・ 援 助 行 動 の 計 画 性 を 確 認 す る  援 助 目 的 ・ 計 画 ・ 援 助 期 間 ・  
援 助 内 容 ・ 具 体 的 効 果  
 
③ 業 務 ・ 援 助 の 考 え 方 や 視 点 に 社 会 福 祉 の
専 門 性 に 関 す る 理 論 ・ 情 報 ・ 技 術 ・ 価 値 を
活 用 し た か を 確 認 す る  
理 論 ・ 知 識  
技 術  
情 報  
価 値  
 
④ 業 務 ・ 援 助 の 効 果 測 定 を 確 認 す る  効 果  
限 界  
 
教 育 機 能  
｢何 が 不 足 し て い る か 」  
上 記 4 項 目 に つ い て の 不 足 部 分 を 確 認 す る    
支 持 機 能  
「 何 を 悩 ん で い る の か 」 
上 記 4 項 目 に ま つ わ る 悩 み ， 不 安 ， 自 信 喪
失 を 確 認 す る  
悩 み  
不 安  
自 信 が な い  
 





Ⅲ  研究方法  
 
１  研究目的  
 Z 市では 2006 年の「障害者自立支援法」が施行された際に，各区 内 1 4 ヶ 所
に 障 害 者 等 の 相 談 窓 口 と し て ，『 障 害 者 地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー 』を 設 置
し て い る ． そ こ で は 障 害 者 が 地 域 で 生 活 す る た め に 必 要 な サ ー ビ ス の
案 内 や 利 用 方 法 ， 日 常 の 悩 み ， 家 族 の こ と ， 仕 事 の こ と ， 経 済 的 な 問
題 ， 一 人 暮 ら し の 希 望 ， 将 来 の こ と や ， ま た 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 利 用
に か か る こ と （ 訪 問 系 サ ー ビ ス の 受 付 ， 認 定 調 査 ） な ど の 相 談 を 受 付
け て い る ．  
障 害 者 地 域 生 活 支援センターには，所長（非常勤）の他，コーディネータ
ーと呼ばれる相談員（以下，ワーカー） 4 名と，「区地域自立支援協議会」の
運営やワーカーに指導・助言する機能をもつ相談支援機能強化専門員（以下，








２  調査方法  
 
２－ 1 インタビュー対象者  
Z 市各区内 14 ヶ所にある障害者地域生活支援センターのうち，スーパービジ
ョンを熱心に行い ,スーパーバイザーとしての視点を持ち実践していると定評





 年 齢  性 別  強 化 員 年 数  強 化 員 の 前 は  
Ａ 氏  40 代 半 ば  男  9 年 目  知 的 の 入 所 施設 職 員 10 年  
Ｂ 氏  40 代 半 ば  男  3 年 目  身 体 、 知 的 の入 所 施 設 職員を 14 年 、 ワ ーカ ー を 5 年  







２－２  インタビューの期間と方法  


























会の承認を得た上で調査を実施した（承認番号 13-11）．  
 
３  インタビュー調査の結果  
 
３－１  ワーカーにどのような“ちから”をつけて欲しいのか，つけさせたい  
のか  
 





















































３－２  強化員は具体的にワーカーにどのようにして，スーパービジョンを展  
開しているのか  
 














人間関係の円滑化を図ったり，雰囲気作りを重視している．    
  













































３－３  強化員の果たしている役割  
































































 社会福祉学研究科  臨床福祉学専攻  
    辻  順治  
 
インタビューの項目は，下記のおおまかな質問項目を，答えによってさらに詳細にたずね
ていく簡単な質問調査法（半構造化インタビュー）  で行います．   
 
１  相談支援強化専門員（以下，強化員と略記）のプロフィールの聴き取り  
 
２  相談員にどのような“ちから”をつけて欲しいのか．  つけさせたいのか．  
 
３  強化員は具体的に相談員にどのようにして、スーパービジョンを展開しているのか  
 
1)  いつやっているのか   




3) 相談員の研修状況  
4)  スーパービジョンを行っている時，どういうところを意識し，配慮しながら展開しているの
か  
(どのような視点、着眼点でスーパービジョンを行っているのか )  
5)  経験年数など職員によってスーパービジョンのやり方が違うのか．   
レベルに応じたやり方はあるのか．   (具体例を )  
6)  実際にスーパービジョンのプログラムをどう展開しているのか  
7)  スーパービジョンの 3 機能（教育的機能，管理的機能，支持的機能）をどう使い分け
ているのか  
 
４  強化員の果たしている役割  
 







図表２         インタビュー調査カテゴリー  
 
 
 １  ワーカーにどのような“ちから”をつけて欲しいのか、つけさせたいのか  


















ストレスのかかる仕 事  
・苦 労 していることは人 間 関 係 ですね  
・みんながストレス生 まないようにやっています  
・支 援 センターの業 務 、時 間 という夜 も電 話 を持 たないといかんという、ストレスが非 常 にかかる職
場 だと思 います  
・うちのこの建 物 内 でメンタルヘルスとかやっていて、実 際 各 部 署 からアンケートとったりして、うちの
職 場 ってめちゃくちゃにストレス高 いんです  
・ダントツなんです  
・他 の部 署 は腰 が痛 いとかいうのですが、うちはメンタルでといえばダントツなんです  
・電 話 を持 っているだけで気 が重 いですね…  
・ストレス高 いです  
しんどさを共 感 する（喋
る＝聴 く）  
・ちょっと一 緒 に共 感 するみたいな形 で関 わるということが大 半 ですけれども、ちょっとまあ、こういう
方 法 もあるんじゃないかと話 し合 いをするという、絶 えず相 談 員 が帰 ってきた時 は、大 体 みんなよく
喋 るんです  
・何 かあったことを全 部 喋 るんです  
・しんどかったことも喜 ばしいことも全 部 喋 るんです  
意 図 的 に喋 れる時 間 ・
場 の設 定 （気 配 り）  
・朝 のミーティングはないのですが、「お茶 会 」みたいな感 じで、ちょっと 3 0 分 くらいは時 間 を設 けよう
かなという感 じで、掃 除 やお茶 しながらメールを開 いたりとかして仕 事 を始 めるのですけど、そこに皆
が喋 るという、昨 日 の出 来 事 とか休 みの楽 しかったということを発 表 したりします。僕 とこはフリートー
クなので発 言 が多 い。その時 なんかしゅんとしている姿 を見 ると、ああこの人 なんかあったのかなあ
と、今 しんどいんかなあとか、寝 起 きから覚 めていないんかなあと、いろんなことを、僕 が感 じ取 って、
ちょっと健 康 管 理 しているようなことをしているんです。健 康 管 理 として朝 のちょっとした時 間 ですが、
喋 っていても注 意 せずに、ケースの話 とか出 てくるんです  
・そこではこんなあったとか、自 然 発 生 的 に、自 分 の生 活 のことも含 めて、ケースの話 もみな熱 心 な
ので、顔 色 を見 ながら、健 康 管 理 ということをどのセンターでも本 当 に心 のケアを、みな体 調 を崩 し
ている人 が多 いのですよ  
・何 かしんどい、一 杯 やらなあかんことがあってしんどい、うまくいってへん、なんか悶 々としてしんどそ
う、だけどうまいこと助 けてくださいと言 えない。どんどん一 人 でしんどくなっていくというタイプもいて、
その時 はもう「今 ちょっと話 をしよう」とこちら側 から話 を持 って行 って、何 がしんどいんか整 理 しようと
言 って、漠 然 としんどいというところから、整 理 ができないと、とりあえず何 かしら行 ったらいいのかと
整 理 からしていってあげないと難 しいみたいです  
しんどさを共 感 できる職
場 の雰 囲 気 作 り  
・うちではできるだけお昼 をみんなでとるようにしています  
・お昼 休 みは机 から離 れて食 事 用 ディスクを設 け、「ランチ」を…  
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・ 「こんなんで、しんどいんですわ ! 」という話 をみんなでご飯 食 べながら、「よう、やっとんやんか」と、和
やかな雰 囲 気 の中 で、ちょっと解 消 していくという、その辺 も大 事 かなと思 っています  
バーンアウトしやすい人  
・やっぱり傾 向 としては未 婚 者 や、そこそこ 2 年 3 年 目 とある程 度 経 験 があり、自 信 がついてきた人
あたりが、ケースやりながらどこかの関 係 機 関 に言 われたり、追 い込 まれた時 、僕 ら結 婚 していると
帰 ってから家 庭 や子 どもでストレスを発 散 させるところがあるんですけど、抱 えこんで帰 ってしまう職
員 は、心 を病 んでしまうところがあるんかなと僕 の個 人 的 な経 験 なんですけど、思 います  
・心 の病 気 になる人 、真 面 目 な人 が多 いですから…  
















関 係 機 関 との摩 擦  
・本 人 とのやりとりより、家 族 とか、関 係 機 関 とのやりとりで、やられてしょげているワーカーが多 いな
あと思 います。やりようによっては色 々なやり方 あると思 うんですけど、そしてうまいこと関 係 機 関 とつ
き合 っていけば、変 な人 もたくさんいますけど、そこを上 手 くつき合 っていけば、うまく力 をいかせても
らえるのですが、そこでガツンと、向 こうも相 手 を見 てやってきますから、そこでガツンとやられてしまう
と、ウ～ンとなりますから。そこを上 手 くすり抜 けていってほしい  
・時 には関 係 機 関 とぶつかることもあるんですけど、そういう時 がしんどいみたいですけど、それを持 ち
帰 ってきた時 に、僕 だけでなく他 の経 験 あるベテランのスタッフとも、しんどさを分 かち合 って、共 感 し
合 っている  
・関 係 機 関 との経 験 がないことと関 係 性 がまだまだできていないところもあって、一 番 課 題 はそういう
関 係 性 を持 つ「ちから」なんです  
・この家 のお父 さんとのやり取 りがしんどい、本 人 より家 族 や関 係 機 関 とのやり取 りがしんどいってい





・何 かそのまま受 け止 めないで、ガツンと受 け止 めないで、ああこんな人 なんだなあという感 じで、その
辺 の余 裕 がまずあれば、ないとこの仕 事 やっていくうえでしんどくなる  
・なんでこの人 こんなこと言 うんやろ、となんぼ考 えてもわからんことはある。深 く考 えない  
ケースにのめりこんでし
まう  
・みんな一 生 懸 命 やればやるほど、ケースに入 れ込 んでしまうところがありますね  
しんどさをすり抜 ける力  
・表 現 難 しいけど、なんかスルッと抜 けていく柔 軟 さというか、何 かぶつからないでうまくすり抜 けてい
く力 というか、あのケース対 応 にしても、ご家 族 にしても、そうなんですけど、その辺 の柔 軟 性 というの
はすごく大 事 だと思 っていて、このすり抜 ける力 、苦 手 な人 が出 てきた時 に役 に立 つ時 がある  
・相 性 もありますが、みんながみんな誰 とでもうまく対 応 できるというわけにはいきません。放 られたも
のをスルッとかわして、そこにうまいこと入 っていって、関 係 性 をうまく作 っていくみたいな力 がすごく大
事 だなとワーカーをみていて思 う  
・だけどそこの場 面 を一 度 は経 験 しておかないと、しんどいかなと思 います  
連 携 し関 係 性 をつける
力  
・関 係 機 関 と連 携 する「ちから」  
・関 係 性 を作 る「ちから」って、そこはワーカーの基 本 的 なところだと思 うのですが…  
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関 係 性 を作 る中 で本
人 にとってどうか  
・ケース全 体 を見 た時 、関 係 機 関 との関 係 をどう作 っていくのが本 人 にとっていいのかと振 りかえる
あたりが、次 の段 階 なんかなあと思 います  
しんどさを受 け止 め聴 く
(パラレルプロセス）  
・でもワーカーはしんどいって言 ってるし、そらあんな人 あったらしんどいわ！  と言 って、そこをまず受
け止 めてあげ、ワーカーのしんどさを受 け止 める、聴 き方 ですね。それを体 験 したワーカーは今 度 利
用 者 のしんどさを受 け止 められるようになる  
しんどい時 アドバイスさ
れるのを待 っている  
・そういう風 に人 を見 てしまったら、しんどくなると、言 いたいこといっぱいあるんですけど、それを言 っ



























勘 と経 験 でない科 学 的
なスーパービジョン  
・これまでは勘 と経 験 と熱 い思 いでケースワークをしてきたが、Ｚ市 では強 化 員 にスーパーバイザーと
して研 修 し役 割 を持 たせ、科 学 的 に取 り組 んでいる  
支 援 をどういう視 点 で
考 えているのか  
・ご本 人 の生 活 で本 人 のいい面 、苦 手 な面 があると思 うのですが、どこに注 目 して支 援 しているかと
いうあたりを聴 くようにしています  
・どうしてもマイナス面 に目 が行 きがちで、そこをどうにかしようと思 うのですが、なかなかうまくいかな
いで苦 しんでいる。視 点 を変 えて、プラスの視 点 でみて、本 人 の生 活 全 体 をどんな風 にとらえている
のかということを聴 きながら、そこでどんな支 援 ができるか、思 っていることを聴 きます  
・最 初 は綿 密 な関 係 で始 まり、次 第 に薄 くなっていくという関 係 ですね  
・ストレングスとかエンパワメントという視 点 で、見 なさいということでしょうか  
・その人 の生 活 全 体 を見 ていこうと思 ったら…  
主 体 者 はだれなのか  
・主 体 者 は誰 か。これ自 分 自 身 ふりかえって常 々自 分 自 身 ふりかえってどうなんだろうと考 えます  
・私 が常 々言 っていることは、主 体 性 は誰 なのかというところです  
・誰 が主 体 なのか  
・利 用 者 さんと相 談 員 がいて、ついついこちら側 がお膳 立 てまでしてしまって、相 手 の主 訴 とかも聞
かずに、こっち主 導 で行 ってしまうことは辞 めて欲 しいということは、よく福 祉 施 設 の職 員 が陥 りがち
なところだと思 うのですが…  
・こっちは利 用 者 さんが望 む生 活 とか、それがやっぱりう～んと思 うことでも本 人 が望 んでいることで
あれば、それを支 えるために必 要 な社 会 資 源 、選 択 肢 をどんどん提 示 するということで選 んでもらっ
て自 分 で選 んでもらって、進 んでいくという形 で、けしてこっち主 導 で色 々なことをやるということになら
ないということで・・ ・  
・主 体 性 とは利 用 者 の主 体 性 もあるんですが、相 談 員 としての主 体 性 をどうするのかということを
常 々仕 事 する上 で考 えてもらわないと、いつまでたってもベテランの人 に聞 いて、先 輩 に聞 いて、どう
したらいい、どうしたらいいとなっていうことが結 局 自 分 一 人 で決 められない形 になってしまうと困 るん
です  
・負 担 がベテランの人 とか僕 にくるんで、ある程 度 自 分 で自 立 して、わからんことがあったら、自 分 で
調 べる、聞 くということをしてもらわなければいけないと思 っています  
支 援 するためアセスメン
ト力 をつける  
・やっぱりアセスメントだと思 います  
・支 援 するためアセスメント力 は大 事 だと思 います  
利 用 者 の話 を聴 き取 る
力 をつける  




知 を知 る  
・自 己 覚 知 じゃないけれど相 手 のことも知 って、自 分 のことも知 って、組 織 としてチームとして機 能 す
るようにというのは常 々頭 にあります  
個 別 スーパービジョン  
・訪 問 から帰 ってきた時 にいろいろな話 が出 てくるので、そこの場 で聞 き取 る時 もありますし、定 例 で
話 の場 を持 つ機 会 もあります。できている月 とできていない月 があるのですが、シフトに組 み込 んでし
まい、スーパービジョンの日 ということで、月 2 回 シフトに入 れて個 別 スーパービジョンを行 っています  
・時 間 内 にやります。  
・個 別 スーパービジョンは 1 人 1 時 間 くらいです  
グループスーパービジョ
ン  
・集 団 の場 合 は月 1 回 所 内 でケースの会 議 を持 っていますので、その時 に全 体 のケースの状 況 を
みんなで確 認 するという形 です  
・ 2 週 間 に 1 回 は必 ず定 例 で職 員 会 議 を開 催 しています。なかなかみんなの時 間 設 定 が難 しいの
ですが、せめて 2 週 間 に 1 回 集 まってきちんと事 例 とか、今 の課 題 や情 報 を報 告 し合 い、ピアの立
場 としてみんなでアドバイスし合 うというふうにしようと、やってはいるんです  
・ 2 時 間 くらいです。日 々の業 務 の引 継 ぎ等 も含 めてです。  
見 守 り、待 てないで手
を差 し伸 べてしまう  
・どうしても待 てないタイプなので、つい手 を出 してしまったり、できることをしてしまうところがあるんで
す、そうじゃないようにしなければ…  
・割 り切 らなアカンところもあるんですが…  
・バイザーは「見 守 ってあげる」ということを大 事 にしなければ･ ･ ･  
時 間 があれば困 難 事
例 を一 緒 に対 応 したい  
・虐 待 ケース等 は即 対 応 しなくてはいけない事 例 ですが、ワーカーがそこに 1 日 2 日 、費 やすという
ことは実 際 、ほかのケースを持 ちながら、すごく難 しい現 実 がある。結 局 私 が一 人 で動 くということに
なる。一 緒 に動 いて、経 験 を積 み重 ねてあげられない現 実 もあって、そういうところでちょっと矛 盾 感
を感 じますし…  





２  強化員は具体的にワーカーにどのようにして、スーパービジョンを展開しているの  
  か 











３機 能 の使 い分 けをど
うしているか  
・その都 度 使 い分 けていて、一 番 多 いのは管 理 的 機 能 だと思 います  
ワーカーから聴 いてとい
われたらすぐ聴 く  
・スーパービジョンをやる中 で、僕 の中 でやり遂 げたいというのは、とりあえず聴 いてと言 われた時 に
は、自 分 の仕 事 もあるんですけど、ちょっとそこで「後 でなあ」と言 ってしまうと、そのバイジーは僕 に
対 して今 後 話 しにくくなるのと違 うかなと、バイジーも忙 しさを気 にして、そやけど聴 いてと言 われた時
には、ペンを置 いて聞 くように、まあある程 度 の時 間 をとって聴 くようにしているんです。  
・僕 もその場 で作 業 を止 めて話 を聴 くということにさせてもらっているんですよ。  
・それをしてしまうと向 こうもよく分 かっていて相 手 もわかるんですね。  
・忙 しくて何 か、今 は僕 の方 がしんどいなあと、しんどいながらそれを出 してしまうと、次 に来 ないとい






・できるだけワーカーが相 談 しやすいようにはしています  
常 日 頃 バイザーはワー
カーから見 られている  
・みんな僕 が忙 しいのを知 っていて、気 を使 ってくれるのがわかっているのです  
職 場 の雰 囲 気 作 り  
・僕 の考 えは現 場 で働 く職 員 は働 きやすい環 境 でなければいい支 援 ができないという考 え方 が僕 の
中 にあるんです  
・ワーカーが日 々仕 事 を楽 しくして相 談 支 援 に携 わってもらえると僕 はうれしいです  
 
     

































把 握  
・１週 間 前 のケースを把 握 するようにしているんです  
・あとは、ケース記 録 を見 て記 録 を月 1 回 とか、毎 日 コンピュターのアクセスに打 ち込 んだのを回 覧
するんです。  ペーパーにして･ ･ ･  
・ケース記 録 ですが、日 報 はその日 に入 れます  
・記 録 を見 てワーカーに聴 く場 合 が一 番 多 い  
経 験 で学 んだことを言
葉 で伝 えることの難 しさ  
・私 も色 々なことを経 験 の中 でああこうだったらよかったのにと経 験 から学 んでことが多 いので、それ
を言 葉 でワーカーに伝 えるのは、すごく難 しいなあと思 っています  
同 行 訪 問  
・あとは利 用 宅 のライブで、利 用 者 の自 宅 に同 行 でお伺 いし、僕 もよく同 行 訪 問 しますので、ベテラ
ンの人 は任 せておきますが、 1， 2 年 の人 には大 体 一 緒 に付 き添 ったりしますので、教 科 書 通 りのこ
とになっていますが、やっぱり教 科 書 通 りのスーパービジョンになってくるんですよ  
・ワーカーから行 ってほしいと言 われればもちろん行 きます  
・同 行 訪 問 は多 いです  
・見 て学 んでもらうということが、私 も伝 え方 がなかなか難 しいので、同 行 してやり取 りを見 てもらって
学 んでもらうということが一 番 いいのかなと思 っていますので、それを適 宜 しています  
ふりかえりを行 う  




・聞 く内 容 も違 います  
・ベテランは強 化 員 と経 験 年 数 が変 わらないので、７，８年 でその下 が５年 目 で真 ん中 がいない  
・スーパービジョンとかいう話 の内 容 が全 然 違 う  
・ワーカーの経 験 等 に応 じた対 応 をしている  
・ケース検 討 の中 でベテランが言 うと新 人 はそうかなあと思 ってしまう傾 向 があったので、そうじゃなく
て自 分 はこう思 っているということがあればそれは意 見 として、意 見 を戦 わせるだけでいいというので
すが、それがすごく萎 縮 していた時 期 があったのです  
個 別 スーパービジョン  ・一 対 一 の、これが回 数 的 に一 番 多 いです  
気 づきのスーパービジョ
ン  
・どうしても言 ってしまいがちになるので、そこを気 づきを促 すスーパーバイズという助 言 ということを心
がけています  
新 人 ＝個 別 スーパービ
ジョン  
・今 ２年 目 の職 員 には、１年 目 の時 、１ヶ月 に１回 個 別 スーパービジョンをしました  
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新 人 ＝個 別 スーパービ
ジョン＝答 えを求 めてく
るが、答 えない  
・下 の２人 はまだ経 験 年 数 がないので、答 えを求 めようという傾 向 にあり、失 敗 したくないからと思 う
のですが、答 えを求 めてくるということはわかるのですけれど、僕 は絶 対 答 えないです  
新 人 ＝個 別 スーパービ
ジョン＝失 敗 してもやれ
という  
・答 えてしまうとあの人 が言 ったからと、この人 がこう言 ったからと、自 分 が考 えるということを失 くして
しまうという、「失 敗 してもやれ！」という話 をします  
新 人 ＝個 別 スーパービ
ジョン＝危 ないと思 うま
で待 つ  









・上 ２人 には私 がああや、こうやと、言 わないのですよ。どう思 いますか、あとどうされますかと言 っても
らって、え！ということがあれば僕 はこう思 っているのですが、どうですかと投 げかけます  
ワーカーの性 格 の違 い
による支 援  
・結 構 自 分 自 身 で色 々と解 決 していって、パッパッと決 めていくワーカーであれば、介 入 せず、ポイン
トをみて、そういうワーカーは言 ってこない  
ワーカーを見 守 り、時 に
声 掛 け、支 援 する  
・そこはできるだけ定 期 的 に見 て、逆 に、今 こうやって動 いているけれど、この流 れ教 えてくれる、こう
なった流 れの経 緯 を教 えてくれるかなと、ふりかえるというか、ケースのふりかえりをしてと言 うコーディ
ネーターもいれば、すごくちゃんとＳＯＳを出 してきて、私 の仕 事 がどんなに行 き詰 っておろうが、ＳＯＳ
を出 してくるんですけど、その時 に聴 いてほしいという状 況 なので、その時 には必 ず時 間 をとって聴 い
ています  
新 人 とベテラン同 席 で
のスーパービジョン  




・上 の 2 人 は僕 がいなくても僕 が指 示 しなくても勝 手 に動 くというか、相 談 もありますが、僕 を支 えて
くれる非 常 に助 かっている部 分 がもちろんありますし、変 則 勤 務 で僕 のいない時 、ぼくのかわりに動
くこともあります  
ワーカーの成 長 ＝新 人  
・下 2 人 については経 験 が浅 いですが、相 談 の仕 方 とかちゃんと自 分 でまとめて持 ってくるようにな
っています  
・その前 に自 分 はこう思 うけれどとか、どうしたらいいですか、私 はこう思 うけどと、ちょっとした一 言 で
すが、自 分 で考 えるようになってきています  




・成 果 はコーディネーターが自 分 と同 じような対 応 し考 えるようになり、ケースのことを考 えるようにな
ってきていることです  
・これまでうまく対 応 できなかった人 に、対 応 の仕 方 を自 分 なりに変 えていって、トラブルにならないで
ように力 を身 につけていっているのを感 じます  
ベテラン  ・マイペースでやるというのはベテランが多 いですが・・・  
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新 人  
・新 人 のワーカーでもタイプがあって、あのどう相 談 したらいいのかわからへんというワーカーもいるん
ですね  
柔 軟 性 が必 要  ・ある程 度 、柔 軟 性 を持 っておられる方 ならいいのですが…  
ワーカーとの距 離 感 の
とり方  
  
・その辺 の距 離 感 の取 り方 が難 しいなと思 います  
・あまり言 うと余 計 しんどくなると思 ったりしますし…  
・忙 しくっても、向 こうから来 てくれる方 がよい  
・こっちから声 をかけるのは難 しい  
・どう声 をかけようかと…  
・だから色 々なタイプの研 修 をしていかなければいけないような形 になっているんです  
・職 員 の特 性 によってやり方 を分 けているなあと思 っています  
研 修 ＝新 人  
・その人 の力 というのか、１年 目 は相 談 支 援 のあり方 みたいなものを、５年 目 以 上 の人 にはスーパ
ーバイズのあり方 みたいなことを、あと主 任 級 の人 が受 けるような研 修 に行 くように言 っています  
・施 設 見 学 や具 体 的 に事 例 とか実 際 に相 談 場 面 を、昨 年 ２人 の新 人 が入 ってきて、実 際 相 談 場
面 を、ビデオをとって、ロールプレイして実 際 に相 談 場 面 を見 て客 観 的 に見 てふりかえり、どうかとい
うことを１年 間 取 り組 みました  
研 修 ＝面 接 技 術  
・ワーカーはワーカーで面 接 技 術 とか現 場 での利 用 者 との相 談 支 援 、面 接 という技 術 的 なことを結
構 されています  
・教 育 的 機 能 は研 修 とかそういう企 画 を、僕 らも強 化 員 の立 場 で色 々な指 導 を行 うわけですが、新
しい新 人 職 員 にちょっと僕 たちも気 づいて、例 えば相 談 面 接 の技 法 だとか、教 育 的 研 修 が必 要 だ
と思 った時 には色 々な研 修 の案 内 がきた時 に、本 人 にこういう研 修 に行 ったらとさりげなく言 うんで
す。   これができないからこの研 修 に行 きなさいと言 うと、ちょっと傷 つくと困 るので、それとなく研 修
のタイミングを見 て、働 きかけているぐらいで、教 育 的 機 能 としては、そんなぐらいです・・ ・  
研 修 ＝事 例 研 究  ・事 例 研 究 なんかは以 前 は頻 繁 にやっていたました。今 は少 し少 なくなってきていますが…  
新 人 ＝よく泣 いていた  
・ここの職 員 は相 談 業 務 をやりたいという希 望 で入 ってきた人 たちで、入 って 1 年 目 、 2 年 目 と若 い
子 がよく泣 いていました  
新 人 ＝否 定 された悔 し
さ  
・涙 を流 して悔 しがって、利 用 者 の立 場 に立 って支 援 をしてあげたいのに、何 か区 役 所 とか関 係 機
関 からこういうことを言 われて、すごい自 分 のやっていることを否 定 されることに対 する悔 しさというも
のが現 場 でぶつかって泣 いて、悔 しがっている姿 を僕 は数 年 間 、何 回 も見 ています  
職 場 の団 結 力  
・僕 らもそこでみんなで助 言 をしたり問 題 を共 有 するのですが、そういう中 で現 場 はすごく強 くなって
きていると、本 人 も強 くなってきているし、センターとしても力 も団 結 力 も強 くなってきていると、あくま
でも本 人 中 心 の支 援 というものを考 えたいと、できないこともあるんですけど、そこにぶれないようには
絶 えずやってます  
教 育 的 機 能 では具 体
的 アドバイス  
・教 育 的 機 能 では、ワーカーはみんなそうなんですが、具 体 的 なアドバイスを求 めてくるじゃないです
か  
・教 育 的 機 能 では具 体 的 なアドバイスをする  
・教 育 的 機 能 では制 度 の使 い方 の部 分 が多 いかな  
相 談 支 援 お仕 事 はス
ピード感 のある仕 事  
・この仕 事 ってスピードものすごく求 められますし、Ｚ市 の委 託 で調 査 が更 新 調 査 まで振 ってこられて





    










支 持 的 機 能  ・支 持 的 な機 能 が多 いですね。  
支 持 的 機 能 から教 育
的 機 能  
・一 番 多 いのは支 持 的 機 能 で、次 に教 育 的 機 能 です  
傾 聴 と共 感  
・ただ傾 聴 がほとんどなんですけど、聴 いてと言 われ、ちょっと「ああそうやなあ」という共 感 すること く
らいしかできていないいんですけど…  
話 に来 る  
・絶 えずここの職 員 さん、よう喋 っているなあというのが、絶 えずケースの相 談 、ピアの立 場 でやったり
とか、僕 のところに求 めに来 た時 に、自 分 の抱 えているケースを吐 き出 しているという感 じなんです…  
しんどい時 には聴 く  ・とにかくしんどいと言 っている時 です  
個 別 スーパービジョン  ・必 ず個 別 に相 談 求 められた時 にはやっています  
個 別 スーパービジョンは
1 日 1 時 間 以 上  
・ワーカーの話 を聴 くこと、 1 日 の内 1 時 間 以 上 はやってるかな  
ベテラン  ・僕 より年 上 の人 が 2 人 いらっしゃいます  
ベテランにはしんどい時
傾 聴  
・正 直 この経 験 のある 2 名 には何 も教 えることはほとんどなく、ただ今 抱 えている課 題 ・問 題 、相 談
の中 でしんどいことがあった時 に傾 聴 する  
新 人 は着 実 に力 をつけ
ている  
・最 近 私 と同 じようなことを考 え、私 と同 じような関 わり方 をしている  




3 強化員の果たしている役割  
















・強 化 員 というか、どのセンターもスーパービジョンをやってる取 り組 みを大 学 の先 生 の前 で報 告 し
て、去 年 も僕 、事 例 発 表 させてもらってその事 例 を基 にみんなでふりかえりをする研 修 会 をしていた
だいたんです  
悩 みながら S V している  
・ただ強 化 員 の人 は何 をしたらいいのか悩 んでいて、自 分 たちで勉 強 しなければいけないと思 ってい
ます  
市 はスーパービジョン機
能 を重 視  
・ Ｚ市 はスーパーバイザーとしての機 能 は重 視 しています  
スーパービジョンがうまく
できていない  
・スーパービジョン、うまくできているなあとは思 わない  
バイザーの思 いがワー
カーに伝 わっているのか  
・電 話 なんかの対 応 を聞 いていると，ああ私 と同 じ思 いの対 応 を考 えているなあとか、私 が言 う口 調
で話 しているような気 になる  
・ある一 定 の目 安 もなくやっていて、これでいいのかと自 分 で思 いながらやっているので、ワーカーに











４  強化員に対してどのようなサポートがあればもっとよい仕事ができるのか  













強 化 員 (バイザー )のス
ーパービジョンをして欲
しい  
・僕 らはスーパービジョンということで教 育 を受 け、勉 強 させられてきたのですが、僕 らのスーパービジ
ョンをしてくれる人 が欲 しいです  
・僕 らの業 務 を知 っていただき、現 場 を知 っていただきたいと思 います  
・僕 らは共 感 どころか、だれと共 感 したら、相 談 する相 手 すらいないという状 況 なので、そこが課 題 か
なと思 っています  
・相 談 業 務 は本 当 にやってみてわかることですが、身 の切 り売 りじゃないですけど、いい話 ばかり聞
けたらいいのですけど、やっぱりしんどい話 ばっかり聞 くので、何 か聞 いた話 は自 分 で抱 え込 まず、
支 援 センターでバイザーを一 人 でやっているというのは絶 体 危 険 なんで、市 全 体 で機 関 体 制 をどう
作 るのかということが課 題 としてある  
・僕 を評 価 してくれる人 が…  
・強 化 員 がこういうやり方 でスーパーバイズした。その結 果 こうでした。第 三 者 からその検 証 をしても
らえるとうれしいかなと思 っています  
・それとセンター長 の位 置 づけがわからないのです。強 化 員 のスーパーバイザーをする立 場 となって
いない。として、センター長 の役 割 をしっかりしたものにして欲 しい  
・支 援 センターの業 務 をどのように展 開 しているかということを定 期 的 に見 ていってくれる仕 組 みがあ
れば、もっと分 かり合 えるかなと思 う  
バイザーとしての不 安  
・私 はスーパーバイズを受 けてきた人 間 でないので、スーパーバイズが一 体 どういうことなのか、わか
らない中 でスーパーバイズをやれと言 われているので、すごく難 しいし、不 安 な思 いでやっている  
・全 然 ワーカー業 務 をしないで強 化 員 になっている人 もいる中 で、スーパービジョン研 修 の中 で共 通
してやるのは難 しいなという時 期 があって、今 も研 修 は受 けているのですが…  
・直 接 介 護 の通 所 施 設 、入 所 施 設 という場 を経 験 せず、相 談 支 援 に入 ったので、現 場 のことがわ









ムが必 要  
・ワーカーの一 定 のレベルの指 針 がないと、法 人 により、雇 用 形 態 により、あんまり変 わってしまうと
よくないので、どう育 てていくかというプログラムを市 としてあればいい  
・市 としてではなくても、全 国 ある程 度 のものがあったらいいのですが、 1 年 目 のワーカーには、もう少
し細 かく 3 か月 、半 年 のワーカーには、このことに関 してはきっちり教 えていくとか、 1 年 、 2 年 中 堅 ど
ころの職 員 にはという、目 安 を何 かやってきた経 験 の中 で作 れないかという話 をしています  
スーパーバイズがうまく
できていない感 がある  
・何 がしんどいといわれると、ある程 度 ケース把 握 しているのではなく、ポイント、ポイントをアドバイス





はある程 度 はきっちりしたいです  
スーパーバイザーの仕
事 は答 えのない仕 事  




いう方 法 がある」と指 導
してしまう  
・僕 もスーパーバイザーになりながらバイジーになるっていうところもあるんです。センター長 に制 度 的
なことについて、知 らないことを指 導 という形 で助 言 していただいています。僕 がワーカーにするのは
大 半 が指 導 になってしまっているのですが、こういう手 法 もあるのと違 うかな、こういう方 法 でやったら
どうかと言 ってしまうこがもあるんです。僕 ら強 化 員 の中 で、僕 らの立 場 でよく勉 強 会 するんですけ
ど、「気 づかせる」というか、「気 づきを促 す」というアドバイスて、教 科 書 のように、あんな上 手 にいか
ないです  
今 の仕 事 を次 の仕 事
にどうつながらせるか  
・今 、目 の前 にある仕 事 をどうこなすかということと、それをどうつながらせられるかということですね  
司 令 塔 としての機 能 し
なくなっている  
・僕 がここにいないことが最 近 多 くなってきています。基 本 は僕 はセンターで来 所 相 談 を受 付 て、ワ
ーカーは訪 問 という形 です。僕 はセンターを守 りワーカーが帰 ってくると、ワーカーの話 を聴 いてアド
バイスするという、司 令 塔 という立 場 だ思 っています。しかし最 近 、僕 自 身 が出 かけてしまって、もう
帰 ってきたら職 員 がもう帰 ってしまうという、すれ違 いのようなことが、増 えてきているので、どう調 整 し
ていけばいいのか悩 んでいるところです  
バイザーの仲 間 がいる  ・市 にはスーパーバイズしている１４名 の強 化 員 の仲 間 がいるという、いい面 がある  
この仕 事 が楽 しくて好
き  
・仕 事 を 1 0 年 続 けてこれたということは、この仕 事 が楽 しく好 きだなと思 います  
強 化 員 を離 れたい  ・強 化 員 の仕 事 は離 れたいと思 っています  
























Ⅳ  インタビュー調査からの考察  
 























































２  スーパ―バイザーに求められる教育的機能  
 今回のインタビュー調査から次の３つのことについて考察する．  
 教育とは「教え育てること．望ましい知識・技能・規範などの学習を促進す






























を教育していた．   
 次の「個人・グループでのスーパービジョン」ではバイザーは日時を決めて
定期的に行っていて，日々の業務でワーカーから相談があった時にはすぐに対














































の７原則」 2 8 )を通してクライエントに関わることである．  
バイザーの考えをワーカーに押しつけることなく，ワーカーと間では場面に
よって（図表３）の「バイザーの立ち位置（バイザーとバイジーの関係）」をと
っていることがわかった．   
このような関係は医師と患者との関係性ともよく似て 2 9 )，津田も尾崎の考え
に基づいてワーカーとクライエントの関係を「利用者の一歩前を歩き」「共に歩
くことを目指して」「利用者の一歩後ろを歩く態度」として，置かれている状況
































































図表３       バイザーの立ち位置（バイザーとバイジーの関係）  
 



















図表５      スーパービジョンにおけるパラレルプロセスの関係  
 














   ・Lead 
    （一歩前を歩く）  
   ・Ｔ ogether 
    （共に歩くことをめざす） 
・Watch 















7 原則  
 
・援助関係形成の  







Ⅴ  結論および今後の課題  
 

















































２  今後の相談支援専門員への支援のあり方について  
 





















２－２  相談支援専門員の量的拡大と質の向上について  
 
(1)相談支援専門員を増やすために  
2015 年 4 月からの障害福祉サービス等が支給されている全障害者への「サー
ビス利用等計画作成導入」実施は，現状では困難である．  
この実現のためには障害者総合支援法の省令の附則第 5 条を改正し延長する





 2013 年 6 月の計画相談支援利用実績 3 2 )では全国 673,078 人の障害福祉サー









































療法士 810 時間，介護福祉士 450 時間，保育士 240 時間の「実習」が課されて
いる．社会福祉士養成課程でも専門職として即戦力を養うための知識技術を身
につけるため 2009 年から 180 時間の相談援助実習が実施されるようになった．
















































































(資料１ )         地域生活支援をめぐるこれまでの歴史  
 身 体 障 害 関 係  知 的 障 害 者 （児 ）関 係  精 神 障 害 関 係  
1 9 6 5    ・精 神 衛 生 法 改 正  
1 9 6 7  
・身 体 障 害 者 家 庭 奉 仕 員  
・身 体 障 害 者 相 談 員 制 度 創 設  
・在 宅 重 症 心 身 障 害 児 （者 ）訪 問 指 導 制 度
創 設  
 
1 9 6 8   
・在 宅 重 症 心 身 障 害 児 者 家 庭 奉 仕 員 制 度
創 設  
・精 神 薄 弱 者 相 談 員 の創 設  
 
1 9 7 0  心 身 障 害 者 対 策 基 本 法   
  ・心 身 障 害 児 家 庭 奉 仕 員 制 度 発 足   
1 9 7 1  
・在 宅 重 度 身 体 障 害 者 訪 問 審 査 事 業 制
度 創 設  
  
1 9 7 2   ・心 身 障 害 児 通 園 事 業 創 設   
1 9 7 6  ・身 体 障 害 者 短 期 入 所 事 業 制 度 創 設    
1 9 7 7  ・身 体 障 害 者 ディサービス制 度 創 設  ・知 的 障 害 者 通 所 援 護 事 業 創 設   
1 9 7 9  
・障 害 者 社 会 参 加 促 進 事 業 創 設  
（ 「障 害 者 の明 るいくらし」促 進 事 業 ）  
  
1 9 8 0   
・心 身 障 害 児 （者 ）施 設 地 域 療 育 事 業 創 設  
①心 身 障 害 児 （者 ）巡 回 療 育 相 談 等 事 業  
②障 害 児 （者 ）短 期 入 所 事 業  
 
1 9 8 7    ・精 神 保 健 法 （精 神 衛 生 法 ）改 正  
1 9 8 9   
・知 的 障 害 者 地 域 生 活 援 助 事 業 創 設  
・重 症 心 身 障 害 児 通 園 モデル事 業 創 設  
 
1 9 9 0   
・心 身 障 害 児 通 園 施 設 機 能 充 実 モデル事 業  
・心 身 障 害 児 （者 ）地 域 療 育 拠 点 施 設 事 業    
創 設  
 
1 9 9 1  
・全 国 自 立 生 活 センター協 議 会 発 足  
・身 体 障 害 者 自 立 支 援 事 業 創 設  
・知 的 障 害 者 生 活 支 援 事 業 創 設  
・在 宅 知 的 障 害 者 ディサービス事 業 創 設  
 
1 9 9 2   ・精 神 薄 弱 者 社 会 活 動 総 合 推 進 事 業 創 設  
・ 精 神 障 害 者 地 域 生 活 援 助 事 業 創
設  
1 9 9 3  障 害 者 基 本 法  
1 9 9 4  ・住 宅 改 良 （リフォーム）ヘルパー制 度 創 設   
・精 神 保 健 法 改 正  
（精 神 障 害 者 地 域 生 活 援 助 事 業 法      
定 化 ）  
1 9 9 5  ・市 町 村 障 害 者 社 会 参 加 促 進 事 業 創 設   
・精 神 保 健 福 祉 法 成 立  
・ 地 域 精 神 保 健 福 祉 対 策 促 進 事 業   
創 設  
1 9 9 6  
・市 町 村 障 害 者 生 活 支 援 事 業 創 設  
・身 体 障 害 者 ケアガイドライン試 行 事 業 創   
 設  
・障 害 児 （者 ）地 域 療 育 等 支 援 事 業 創 設  




1 9 9 7  
・身 体 障 害 者 介 護 等 サービス体 制 整 備 支
援 試 行 的 事 業 創 設  
・精 神 薄 弱 者 ケアガイドライン試 行 事 業 創 設   
1 9 9 8  
・障 害 者 介 護 等 サービス体 制 整 備 支 援 試
行 的 事 業 創 設  
 
・障 害 者 介 護 等 サービス体 制 整 備 支
援 試 行 的 事 業  
「精神 薄弱 」と いう表 現を「 知的障 害」に改 める関 係法 改 正案（ 参議 院国 民福祉 委員 長 提案に よる「精 神 薄弱
の用語 の整 理の ための 関係 法 律の一 部を 改正 する法 律 」）が 9 月 18 日、参 議院 本会 議 で全会 一致 で可 決、成
立した 。施 行は 1999 年 4 月 1 日（平 成 11 年 4 月１ 日 ）  























(資料１）及び  木全和巳 (2007)『「障害者自立支援法」における「相談支援事
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